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Ⅰ　業務の概要
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１　沿　革

昭和２４年７月
　　栃木県家畜衛生試験所、及び宇都宮家畜保健（後に衛生）所を宇都宮市塙田町に設置。
昭和２６年３月
　　宇都宮家畜保健衛生所と栃木県家畜衛生試験所を合併、中央家畜保健衛生所と改称。
昭和３９年４月
　　中央家畜保健衛生所の新築移転に伴い、宇都宮市戸祭の同所に家畜衛生研究所を設置。
昭和４５年４月
　　宇都宮（昭和４１年に中央から改称）家畜保健衛生所の新築移転で単独公所となる。
昭和４６年２月及び昭和４８年３月
　　ウイルス部門の病性鑑定施設及び生化学部門の病性鑑定施設を整備。
昭和５１年４月
　　組織機構の改正により、微生物部と病理部の２部制となる。
平成１１年１月１２日
　　宇都宮市平出工業団地地内に新築移転（宇都宮家畜保健衛生所と同一建物内）。
平成１２年４月１日
　　農務部の組織改編により、県央家畜保健衛生所家畜衛生研究部となる。

２　所在地

〒 321 － 0905　栃木県宇都宮市平出工業団地６－８
　　　　　　　　TEL・０２８- ６８９- １２７４　　FAX・０２８- ６８９- １２７９
利用交通機関
　（1）ＪＲ岡本駅（ＪＲ宇都宮線）下車　
　　ア　徒歩：２０分
　　イ　東野バス：ＪＲ宇都宮駅・行き（３分）三菱製鋼・下車　徒歩３分
　（2）ＪＲ宇都宮駅下車
　　ア　東野バス：ＪＲ岡本駅・行き（11分）三菱製鋼・下車　徒歩３分

３　施　設

敷地面積・ ５６００．０㎡
　　
建物　本館・ １７５２．０㎡

・ 《内訳》１階　９７７．０㎡
　　　　　　　　　　　・・２階　７７５．０㎡　　（家畜衛生研究部）

　　　　　　　　　　　《家畜衛生研究部内訳》　ウイルス検査室　１０２．３㎡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細胞培養室　　　　２８．１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病理検査室　　　　９０．０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生化学検査室　　１２０．０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　免疫遺伝検査室　　４１．７
付属建物　実験動物舎　　　・・　　５０．０㎡
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４　組織機構

　　所長（技）

　　次長　　　　　家畜保健部長（次長兼）（技）：〔部員１８名〕

　　　　　　　　　家畜衛生研究部長（技）：〔部員９名〕

　　　　　　　　　　　　　　　　微生物研究室（技：３名、家畜臨床検査嘱託員：１名）

　　　　　　　　　　　　　　　　病理研究室　・・（技：４名）

５　業務内容

　（１）精密病性鑑定に関すること
　（２）試験研究に関すること
　（３）家畜伝染病抗体等調査に関すること
　（４）牛海綿状脳症（ＢＳＥ）サーベイランス検査に関すること
　（５）家畜衛生対策事業に関すること
　（６）技術指導（研修等）に関すること
　（７）その他家畜衛生に関する調査・研究に関すること

６　職員事務分掌

　　　所　長　　佐藤　満雄
　　　次　長　　芝田　周平　
　　　部　長　　髙橋　一郎　　　　　　　　　　　
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７　主要備品
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８　家畜衛生技術研修実施状況
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９　病性鑑定事業成績

　（１）・依頼者内訳
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　（２）項目別実施状況
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A
A + C

B
A + C

C
A + C

D
A + C

　（３）処理状況
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10　牛海綿状脳症（BSE）サーベイランス検査成績

11　高病原性鳥インフルエンザモニタリング検査成績
　「高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに関する特定家畜伝染病防疫指針」に基
づく検査

　（１）定点モニタリング検査

　（２）強化モニタリング検査
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12　家畜伝染病抗体等調査事業成績

　（１）牛流行熱等抗体調査
　　　・・家畜伝染病予防法第５条第１項に基づき、県内 20戸（15市町）から６，８，９，11月に採血し、
　　・・・牛流行熱等の抗体検査を実施。

　（２）各種抗体等調査
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13　家畜衛生対策事業成績

　　畜産物安全性確保対策事業
　　ア　動物用医薬品危機管理対策
　　　（ア）動物用医薬品の品質確保検査

　　　（イ）薬剤耐性菌の発現状況調査（対象菌種：カンピロバクター）
　　　　ａ　菌分離成績

　　　　ｂ　分離株の薬剤感受性成績（ＭＩＣ：最小発育阻止濃度）
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15　試験研究課題

　（１）地方病型牛白血病清浄化のためのリスクコントロール方法の確立（H26～ 28年度）

目的：　地方病型牛白血病は、牛白血病ウイルス（BLV）の感染によりリンパ系細胞が全身性に腫瘍
化して増殖する疾病である。平成 23～ 25 年度の当研究室における試験結果から、農場内で
の BLVまん延防止には、夏場の吸血昆虫のコントロールが必須であることが明らかとなった。

　　　　そこで、感染経路を遮断する方法を検討するため、夏場における感染牛全頭への忌避剤噴霧、
防虫ネットを設置しての感染予防効果について検証する。

内容：・　忌避剤の噴霧は、BLVの伝播を完全には遮断できず、また、週１回 20頭程度の忌避剤噴霧
に 2時間を要することから、労力の割に効果は低いと考えられた。防虫ネットは、搾乳牛舎
の開口部に設置したところ、牛舎内への吸血昆虫の侵入防止にある程度の効果が視覚的に認
められたが、新たな感染牛が2頭確認され、完全にBLVの伝播を遮断することはできなかった。
また、秋以降に生まれた子牛8頭中3頭は感染牛で、そのうちの1頭は生後に陽転した。今後は、
これらの感染防止対策の効果を検証しつつ、各実証農場における感染動態を精査することで
効果的な分離飼育手法を確立し、清浄化モデル作出を目指す。

　（２）県内の養豚場における感染症による損耗防止対策の検証（H26～ 28年度）

目的：　豚サーコウイルス〔2型〕ワクチンを接種している農場で、豚サーコウイルス関連疾病以外
の感染症による発育不良や突然死等を起こした異常豚について、病理組織学的検査を中心に
発生原因の究明を行い、得られた結果に基づいた衛生指導を行うことで農場の損耗防止を図
る。

　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
内容：　昨年度から継続して調査している 1農場は、子豚舎のヒネ豚房周囲における PRRS ウイル

スの高率感染が示唆され、子豚舎を清浄化するための土台作りとして、ワクチン接種とヒネ
豚房の物理的な隔離を指導した。今年度新規に調査を開始した 1農場は、本年度の死亡頭数
増加の原因として、豚サーコウイルス関連疾病とクマリン系殺鼠剤中毒の関与が示され、改
善指導後は事故率が平常値に回復した。今後は、子豚舎における PRRS ウイルスの清浄化とそ
の他の死亡原因の究明を目指す。

14　ビタミン依頼検査
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　（３）牛の呼吸器病診断指標の確立（H26～ H28 年度）

目的：　牛における呼吸器病低減化のため、群や個体としての肺炎病態を迅速かつ的確に示す指標
が求められており、血液中の蛋白質を測定し、それを指標として牛の肺炎の損傷度、感染経
過などの病態について把握可能か検討を行う。

内容：　今までに公共育成牧場で実施した調査から、Mx１蛋白質遺伝子発現量（Mx1）の測定は、
野外牛群のウイルス感染状況を反映することが示唆された。

　　　　Mx1 の測定においては、遺伝子量が既知の標準物質が市販されていないため、従来は野外
サンプルを標準物質としており、測定間で補正が必要であった。そこで、より正確なMx１の
測定を可能とするため、Mx１及び内部標準遺伝子（各遺伝子）について標準的な物質の作出
を試みた。具体的には、従来Mx１測定に用いている増幅領域より外側の遺伝子領域を増幅
するプライマーを設計し、各遺伝子を増幅した。これらを市販の精製キットにて精製し遺伝
子量を測定後、標準物質とした。また、作出した標準遺伝子を用いた測定系において、各遺
伝子について検量線を確認したところ相関性及び PCR 効率で良好な結果が得られた。さらに、
従来の方法で実施した結果との間に高い相関性が得られ、本法により正確なMx1 の測定が可
能となった。

　　　　また、本法を用いて外見的に健康な状態の乳用牛の末梢血単核球中のMx1 を測定したとこ
ろ、Mx１は一定の範囲を示し、成牛と子牛間で差は認めず、ウイルス流行期の牛のMx１は
これに比較して有意に高くなることを確認した。

　　　　以上から、本法を用いたMx1 はウイルス感染指標として有用であることが示唆された。今
後は、野外の農場でさらなる検証を行い、牛の呼吸器感染におけるウイルス感染指標の確立
を目指す。

　（４）家畜の消化器系疾病に関する細菌学的研究（H28～ 30年度）

目的：　『病原性大腸菌』や『サルモネラ』は、家畜の消化器系疾病の原因菌であり、慢性的な生産
性の低下により農場に大きな経済的損失をもたらす。また、その一部は人獣共通感染症とし
ても知られており、家畜衛生分野のみならず公衆衛生分野においても重要な細菌性疾病であ
る。

　　　　近年の傾向として、『流行株の特徴』や『薬剤耐性状況』が変化しており、具体的には、以
前は有効とされた薬剤に耐性を示す薬剤耐性株や、多剤耐性の株、多様な病原因子を保有す
る株の報告が増加しており、両分野において大きな問題となっている。

　　　　そこで今回、本県の家畜衛生分野における『病原性大腸菌』や『サルモネラ』対策の一助
とするため、県内分離株の特徴や薬剤耐性状況を解明し、現場に情報を還元、指導すること
で農場の生産性向上、損耗防止に資する。豚は、その飼養環境からの様々なストレスに暴露
されている。過度なストレスは、生産性を低下させるとともに、免疫機能を低下させ各種の
疾病を誘発すると考えられている。そこで、ストレスが豚に与える影響について科学的な根
拠を提示するため、豚に各種ストレスを負荷しながら免疫学的な検査項目を調査・解析し、
免疫機能から見たストレス評価指標の構築により現地指導の一助とする。また、肥育期のス
トレス低減飼養管理技術について検討し、ストレスによる生産性低下の改善に資する。
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16　職員発表題目一覧


